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技術相談 

提供可能技術： 

・自然エネルギー発電 

・エネルギー有効利用 

・地球環境 

 

 

研究内容： 阿南高専における風力・太陽光発電の現状 

（１）風力発電 

本校には 2003 年に自然エネルギー啓発の目的で風力発電システムが設置された(図 1)。主な仕様は定格風速

14m/s、出力 10kW、プロペラ型 3枚翼、地上高 15 m、直径 7 m、最大設計風速 60 m/sである。強風時には、尾翼によ

る自動ファーリング機能が働く。台風などの異常気象時には、出力を短絡することによる電気ブレーキと尾翼を手動で

折り曲げることによって、風を逃がすことができる。図 2 は風速と発電電力の関係を示す。風速が 8m/s 程度になると

8kW程度の出力が得られていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 1 風力発電システム                          図 2 出力特性 

（２）太陽光発電 

太陽光発電システムは、文部科学省 

の予算により設置された。システムの出 

力は 40kWで系統連携されている。主な 

仕様は多結晶シリコン太陽電池、40.3ｋＷ 

(120W太陽モジュール 330枚）、傾斜角度 

２０°である。日射強度と発電電力の関係 

を示す。図 3より、発電量は 15kW以下に 

多く分布していることがわかる。また、現在 

の運転状況がわかるように、表示パネルを        図 3 出力特性               図 4 表示板 

図 4のように、太陽光発電と並べて設置し、 

学生が自然エネルギーの発生状況を見られるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


